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   6.血 清 蛋 白 に 關 す る「ボ ー一ラ ロ グ ラ フ」的 研 究(第2報)

                   ア'ノ レ カ リ 変 性 に つ い て(続)

                    笹 井 外 喜 雄 ・ 江 川 昌 男

           Polarographic Studies on the Alkaline Denaturation

            of Serum Protein.(互1)

                       Toleio SaSczi, Masao Egawa.

   1.In the preceding paper we showed that the course of denaturation with

   serum protein implies two different successive processes (i. e. activation

   and inactivation), from the view point of polarographic protein study.

     Now we succeeded to separate this two phases of denaturation into two

   independent reactions under a suitable temperature;namely below 20。C

   the protein wave k㏄ps almost constant wave span, while above this tem-

   parature it decreases rapidly.

     Considering that the aim of Brdicka test is to find the total active S]E【

   of serum protein, it must be carried out at this lower temperature.

     At higher temperature, it wi11 be a new test for degradation of SH

   activity which has its certain clinical significance.

   2.Owing to the blood proteose another.new protein double wave can be

   obtained in the sulfosalicylic acid filtrate. Examing the alkaline dehatu-

   ration of this filtrate in regard to time, we found in the majority of case

   (61cases out of 66 cases of different sera)that the wave height was once

   minimized in 30'-60'after KOH addition(0.08N)and then ra三sed, sho-

   wing, therefore, an inverse relation to the case of serum protein. But in

   the remaining 5 cases, in which 3 was with nephritis, the proteose showed

   similar denaturation to that of serum protein. The reliability of these

   phenomenona w三11 be definite, b㏄ause the results of repeated observation

   over 5 months of periods fell within a narrow range of values. From this

   fact, it may be sa.id that the blood proteose of some persons, especially

   nephrotic, has a characteristic closely akin to the serum protein.

1.B・rdickaの 発 見 し た 「ポ 」蛋 白 波 は 蛋 白 質 の 研 究 就 中 臨 床 血 液 診 断 に 新 分 野 を拓 い た が

変 性 の 基 礎 的 條 件 が イく十 分 で あ る た め 吾 々は 雨 報 に 於 て 血 清 蛋 白 の 変 性 時 の 温 慶,「 ア ル カ

リ」濃 度,作 用 時 潤 が 蛋 白 波i,'llにど の 楼 に 影 響 す る か を 実 験 し た.そ の 結.果 変 性 はActivatjon
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とlnactivationの2相 性 にお こる ことを 見出 して報告 した.今 回の実験 の月的は両相を別個

な反慮 として 区別する ことである.先 すFig 1は2例 の1血清 につ いて の変性経過であるがそ

の相違 は血清 の個性 に基             Fig.1
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 上述 の変性過程の追求 は血清蛋 白のそのままの変性 反磨 につ いて であるが臨床的 には よ り

重要 と思 われ るのは 「ズルホサ ウチ ル」酸 濾液 中の蛋 白波 を槍査 する反慮で ある.こ の濾液

中 には古 くか ら問題 になつて いるProteoseと い う分子 量3万 位 の類 蛋白休 に相 当する もの

      Tab 1. Effect of temperature on denaturation of serum protein

   NAM・1・A・E卜 紫 器h鴇 評m岬 一 ㎞一
                85     86     82          11     1

    T.B    normal                 -一 一一一一      1.2
                85   75    0      20   1

    H.・ 諜is;l ll 7詳 一詔 ・・
                                i

    N.M m・・b・s. 707975-_一 一一壬Ol

        Basedowli   68   58    0      28   1

                                く

    M.。 ・・p… 一_里 一65」1♀ .10-.一 一 。,

        splenomegalie  62   59   41  、   35
                                E

                41    41    50         11    1
                                 

    A・M neph「os's『 葱65「 一 一,。 i.12'4

    N・・ 、9臨黙 窒 舞61 酬 ・・
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だと認められている・それ故現在の血清反         Tab .2
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く.2時 間後上昇は蛋 白の一部分が 「アル

カ ワ」のため清化されて濾液内に移行するためと思われ るが,何 故か 蕊る経過をとるか不明

である.た 璽時聞の代 りに 「アルカ ワ」濃度を変数にとつて も同型の誇張された曲線が得 ら

れ る(Fig.4)事 実から 「アルカ σ」作用であることに間違 いない.図 示の1,1'は 同一例(乳

瘤縛移例)の 温度による変化域である.1,1の2例 の相違は血清の個性に基 くと考えられ

る.

 更に私達の実験した66例 の血清につ いて上記のD/Cを とつてみると大多数は兎に角この

型を呈した.而 るに5例 だけがこの様にならす30分 変性波が反つて上昇する例外型であつた.

この結果がどれ位信用し得るかを知るため相当長期闇の経過を観察したが,か な り恒常値を

得た.(Tab.2)之 によつてD/Cは 血液個性を表現するといs得 るだ らう. Cよ りDが 大 きい

という型はむ しろ蛋 白変性曲線(Fig.1)に 近似することから腎炎等では血清Proteoseは 蛋

白に近 い性質を有すると考えられ る.

 最後に臨床的なC・Dの 意味を考えると軍にDだ けを槍査する從來の方法は血清の場合と

異 りあまり意味がない,む しろCの 値の方が有意義である.而 しD/C比 をとる時はじめて

臨床的に債値があると考えられる.

 終 りにのぞみ本研究の御指導を賜は りたる恩師井上硬教授に深甚の謝意を表する.
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